




2025 春 哲学専攻 M 哲学史及び思想史 
【問い】 
以下の 15 問から 5 問を選び、簡潔に記せ。 
①アナクシマンドロス ②人間並みの知恵(ἀνθρωπίνη σοφία) ③目的因（causa finalis）  
④能産的自然 ⑤抽象観念 ⑥繊細の精神 ⑦キエティスム ⑧純粋悟性概念  
⑨On Liberty ⑩仮構機能 ⑪『活動的生』 ⑫無為自然 ⑬三界唯心 ⑭見性成仏  
⑮専修念仏 
 
【模範解答】（それぞれの問題についての解答例） 
①アナクシマンドロス 
前 6 世紀のミレトス学派の哲学者。万物の根源、アルケーを、「無限定なもの（ト・アペイロン）」とし、
シンプリキオスの伝承による唯一の真正断片と言われるギリシア語の中では、生成と消滅を「時に応じ
た償い」と述べている。日時計を導入し、夏至・冬至と春分・秋分を示したことや、ギリシア人が住む全
地域を描いた最初の世界地図を作成したことも伝えられる。ハイデガーは、特にこのアナクシマンドロ
スに注目し、断片に独特な哲学的再解釈を行った。 
 
②人間並みの知恵(ἀνθρωπίνη σοφία) 
プラトン『ソクラテスの弁明』の中の知者である神の持っている知恵に対置される概念。「ソクラテスよ
り知恵のあるものはいない」というデルポイの神託をカイレポンから聞いたソクラテスは、そんなはず
はないと、知者を探して政治家・詩人・職人と言った人々と対話をする。そこで明らかになったのは、対
話相手は善美について知らないのに知ったつもりでいて、ソクラテス自身は知らないのでそのまま知ら
ないと自覚しているということだった。その自覚の分だけソクラテスはより知恵があり、「人間並みの知
恵」はその程度のものでしかない。 
 
③目的因（causa finalis） 
アリストテレスの四原因の一つで（他は始動因、形相因、質料因）、事物が「何のために」在るかという
目的、終局（テロス）を指す。『自然学』では自然も目的のために働くと、『形而上学』では、神である不
動の動者が、愛されるものとして万物を動かす究極の目的因なのだと、論じられている。それを取り入れ
たトマス・アクィナスの中世スコラ哲学では、万物の目的因は神的秩序の終局としての神の善そのもの
とされる。 
 
④能産的自然   
natura naturans. アヴェロエスを受容した後期中世哲学以来の語だが、これを「所産的自然 natura 
naturata」とあわせて哲学上の重要概念としたのは１７世紀のスピノザである。その『エチカ』第一部に
おいて、スピノザは「能産的自然」を、それ自体において存在しそれ自身によって考えられるもの、すな
わち自由な原因としての「神」であるとし、その本性と属性から生じる様態のほうは、神に内在しながら
も「所産的自然」のほうに割り振られる。スピノザはユダヤ・キリスト教的「創造」の概念を認めないが、
その後の哲学において、この対比は多くの場合、伝統的な「創造主」と「被造物」のペアに重ねられて引



き継がれた。 
 
⑤抽象観念 
「抽象」という用語は中世哲学にまで遡るものだが、「抽象観念」をめぐる議論は近世のロックとバーク
リの対立が有名である。ロックによれば、抽象観念は、経験によって得られた個別観念から、精神が特殊
な事情を捨象することによって形成される。それゆえ、この抽象観念はさまざまな個別観念を代表でき
る。しかし、バークリによれば、抽象観念なるものは不合理で、実際には存在せず、我々は個別観念を一
般的な仕方で使用しているのである。 
 
⑥繊細の精神    
esprit de finesse. パスカルが「幾何学の精神 esprit de géométrie（esprit géométrique）」との対比におい
て示したもので、『パンセ』の断章において語られる。いくつかの明確な原理から秩序だって推論的に説
明されることを理解する「幾何学の精神」に対して、「繊細の精神」は、世間や社交界での日常的な事柄
のように、あまりに多数の原理が関与し、第一原理が何であるかも明らかではない場合において、それで
も物事をいわば直観的に「一目で」捉える能力だとされる。 
 
⑦キエティスム   
quiétisme. 類似の立場は古くから存在するが、この名称は、１７世紀末のフランスにおける神秘主義的
キリスト教の立場を指すためのものである。代表者はギュイヨン夫人、フェヌロン。神を前にしての人間
の魂の絶対的な受動性を強調し、神秘的経験を重視した。結果としてカトリック教会の正統的教義を軽
んじることとなり、そのために当時は異端とされたが、その後のフランスの宗教思想（モデルニスム、あ
るいはベルクソンなど）には大きな影響を与え続けた。 

 
⑧ 純粋悟性概念  
カントは『純粋理性批判』において認識を、感性による直観と悟性による思惟からなるものであるとみな
した。純粋悟性概念とは、この認識を構成する悟性による思惟の形式であり、カテゴリーともよばれる。
カントはこうしたカテゴリーとして、量、質、関係、様相に関わる 12 個の概念を挙げている。これらは
「赤い」、「丸い」などといった、有るものの性質や種類を示すような、感覚から獲得される概念とは異な
り、有るものの性質や種類とは無関係にあらゆるものに適応可能である。 

 
⑨ On Liberty 
ジョン・スチュアート・ミルが 1859 年に発表した彼の代表作の一つであり、とくに思想と表現の自由に
関する古典的な擁護論としてよく知られる。ミルの議論は、他人の自由を制限することが許容されるの
は自己防衛を目的とするときのみだという一般原理（現代では「他者危害原理」と呼ばれるもの）に基づ
く。ミルは本書で、個人と社会の幸福と発展のためには、「多数者の専制」を阻止しなければならないと
説いた。 
 
 



⑩ 仮構機能    
fonction fabulatrice. ベルクソンが１９３２年の『道徳と宗教の二つの源泉』において提出した概念。そ
の第二章では「静的宗教」が論じられるが、神話や迷信などに関わるこの「静的宗教」を支える独特の心
理学的能力としてベルクソンが提唱したのが、この「仮構機能」である。それは想像力の一種だが、知性
を有する人間が、知性ゆえの危険を阻止できるよう、相補的な機能を与えられたものであり、これによっ
て、神話的物語や神々、半人格的な霊的存在などが産出される。文学なども、もともとはこの仮構機能か
らの産物である。 
 
⑪ 『活動的生』  
アーレントの著作。古代において「観想的生」と対置され、それより低次のものとみなされていた人間の
「活動的生」である労働、制作、行為という、三つのあり方について考察がなされている。労働は生命を
維持するための活動であり、いずれはなくなるような物を生み出す。制作は持続的に残るような物を作
ることであり、世界を打ち立てる。行為は、公共の場で自らが誰であるのかを示す言論や活動のことを指
す。かつては行為が最高次のもので労働が最下位のものであったが、時代とともに制作が行為を凌ぎ、さ
らに今では労働が制作をおさえて優位に立つようになったというのがアーレントの主張である。 
 
⑫ 無為自然 
道家や老荘思想の基本概念とされる。ただし、『老子』には「無為」と「自然」、それぞれの言葉はあるが、
「無為自然」という四字熟語はなく、厳密には通称的概念である。「無為」は「何もしない」という意味
であるが、余計な人為を戒めるもので「無欲」や「無私」の延⻑上にあり、「道」の在り方と合致し「自
然」であることが求められる。『荘子』ではさらに「万物⻫同」や「真人」などの関する言説へと展開し
た。 
 
⑬ 三界唯心 
『華厳経』十地品に由来する仏教語。「三界」は欲界・色界・無色界のことで、総体として世界の在り様
を示す。その「三界」が心識の作用とともに成立しているという言説であるが、その心識は『華厳経』で
は「一心」と表現され、いわゆる人間の心識にあたる「意識（第六識）」のはたらきだけで世界規模の説
明をするのは不可能である。そのため、この「一心」は、第八識にあたる「阿頼耶識」や、それ以上の真
性に関わる「心」が各宗派で設定され、それぞれの思想形成の重要点ともなっていった。 
 
⑭ 見性成仏 
禅宗の「四聖句」にあたる言説の一つ。中国禅宗第六祖の慧能が提唱したとされ、「直指人心」とともに、
「さとりが人の心や本性から生じてくるもの」と考える拠り所となった。「不立文字」、「教外別伝」とと
もに、人の心性を重視する傾向を形成する言説である。禅宗では広く使われる言説であり、日本の禅宗で
も基調として受容された言葉であるが、鎌倉期の道元は心性を強調しすぎる傾向を批判し、こうした「四
聖句」の使用にも否定的な態度を示した。 
 
 



⑮ 専修念仏 
平安末から鎌倉初期の仏教者である法然が提唱した言説。阿弥陀仏の極楽浄土への往生を目指す際、従
来は観想念仏をはじめ、さまざまな諸行を用いたが、法然は末世の易行として「南無阿弥陀仏」と口でと
なえる称名念仏だけを推奨し、『無量寿経』における「四十八願」の中で「第十八願」が特に阿弥陀仏の
「本願」であると解釈した。また、法然は、称名念仏を重視する姿勢は中国浄土教の善導から継承したも
のと主張し、『選択本願念仏集』において「専修念仏」を主とする「他力の浄土門」の立場を示した。 
 


